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研究成果の�要�西洋のからくり玩具について、発生から現在までの流れを調査し、冊子とし

て企画展「ロンドンからくり博物館」で配布する。また、同企画展でのアンケートを集計し、結

果を報告する。 

 

��研究の�� 

(1) 宮崎科学技術館には、科学分野の展示や

情報が求められる側面がある。しかし同時に、

教育施設である当館では、他分野の催しを行

う際、来館者の学びや今後の興味関心へとつ

なげることも大きな役割の一つである。 

(2) 平成26年2月8日から2月23日まで開催さ

れる企画展「ロンドンからくり博物館」が(1)

に合致し、かつインストラクター部門の支援

担当であることから、今回研究を行うことは

意義のあることではないかと考える。 

 

��研究目的 

(1) 「ロンドンからくり博物館」に訪れた来

場者に、目の前のからくりが昔はどのような

形をしており、どういった歴史を辿ってきた

のか知ってもらう。また科学との関連性等を

知った上で見てもらうことで、学びや気付き

と新たな興味関心へつなげてほしい。 

(2) 今後当館で企画展を行う際、どのような

ジャンルの需要があるのか、加えて今回の企

画展のよかった点と改善箇所を探る。 

 

��研究の�� 

(1) 企画展で扱われている西洋のからくり玩

具・人形である「オートマタ」の辿ってきた

変遷、メカニズム、芸術的価値を書籍等から

調べてまとめ、冊子にして企画展で配布する。 

(2) 来場者からどのような分野の企画展希望

が多いのか、今回の企画展の感想・要望のア

ンケートを取り、集計しまとめる。 

 
��研究成果 

(1) 企画展「ロンドンからくり博物館」 

�オートマタの歴史 

「オートマタの歴史」として、A3裏表にま

とめ、4つ折りにし冊子とした【別紙資料】。 

内容はオートマタのはじまりから、今回の

企画展のような、おもちゃとしてのオートマ

タまでの流れを記載しました。来場者に子ど

もが多いことを想定し、ルビを入れ分かりや

すさを重視してまとめている。 

 

【「オートマタの歴史」表紙写真】 

0
1
2
3
4
5
6

分かりやすい

大変分かりや

すい

�内容に関する�ン�ート 

「大変分かりやすい」「分かりやすい」「あ

まり分からなかった」「全く分からなかった」

の4項目で取った。結果「大変分かりやすい」

と「分かりやすい」が同程度数選ばれており、

「あまり分からなかった」と「全く分からな

かった」が1名ずつの回答があった。どちらも

9歳以下の記入であったため、内容が少し難し

かったことが理由として挙げられる。冊子を

作る際目安にした年齢として、小学校中学年

～高学年から伝わるよう作成したためと考え

られる。全年齢に分かりやすい解説文の難し

さが分かった。 

【グラフ１】内容理解年代別回答 

グラフ１に表したとおり、10代に「大変分

かりやすい」の答えが集中している。また50

代・70代も割合が多い。ここから推察すると、

対象年齢としていた小学校中・高学年にはよ

く内容を理解してもらえたようであり、同時

に上の世代の方にもよく伝わったことがうか

がえる。全年代に概ね内容を理解してもらえ

た結果となった。 

�興味関心に関する�ン�ート 

オートマタについてもっと知りたいかどう

かを問う項目では、「とても知りたい」と「知

りたい」がほぼ同数で、「全く知りたいと思

わない」とした回答者はいなかったため、今

後の興味関心へとつながっているように見受

けられた。 

 

    【グラフ２】興味関心年代別回答 

 

グラフ２に示したように「とても知りたい」

と答えた年代は「～9歳」、「40代」、「50

代」に目立った。小学校低・中学年から保護

者層まで幅広く今後の関心へとつながってい

ったのはでないかと思われる。 

 

��� �ン�ート集�結果 

�来場者層 

「ロンドンからくり博物館」の来場者層と

しては、女性の家族での来場が多かった。当

館来館回数から見ても、10回以上来館してい

るリピーターの方が最も多く、家族でいつも

のように来館し、そのまま企画展にも来場さ

れたようである。また、企画展を目的に1人で

来館された方も16パーセント程おり、年代と

して60代以上の方が多く総じて満足度も高か

った。からくりという題材自体に興味を持っ

て来場いただいたようである。 

�企画展をどのように知ったか 

結果は、グラフ３のとおりとなった。新聞

を見た来場者が最も多く、新聞社10社に情報

を伝えたことが来館者誘致につながっている。

チラシ・ポスターが次に多く、見た場所とし

て学校が挙げられていた。また知人の紹介、
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口コミは～9歳から20代までの若い層だけで

あり、学校の友人の話やSNS等のやり取りから

来場したのではないかと考えられる。注目す

べき点であると思った。 

 

【グラフ3】 

③今後企画展で開催してほしいジャンル 

「自然科学(宇宙・天文、生き物、環境等)」

「美術(現代アート、写真等)」「歴史」「そ

の他」の4項目で取った。 

 

【グラフ4】開催希望ジャンル 

  

やはり自然科学が最も多く、当館が期待さ

れている分野であることがよく分かる。美術

や歴史も一定数回答があることから、当協会

内外の他施設やイベント等との協力も今後積

極的に行っていくことが望まれる結果となっ

た。 

 

④企画展�� 

からくりの動きを楽しむことができる会場

の雰囲気に満足した回答がほとんどであった。   

しかし入場料は無料となっていたが、会場

内のからくり人形は、コインを入れなければ

動かない。そのため、利用者は、コイン2枚100

円で購入しなくてはならなく、開催当初、コ

インの購入に関する意見・要望が多数あった。   

改善策として土曜・日曜日にデモンストレ

ーションを行ったり、また団体向けにコイン

を数枚渡す等の措置を取った。その後は、こ

のような意見がなくなった。今後同じような

形式の企画展の開催には、その形式に合った

対処を行っていくことが求められる。 

 

５�参考図書、�文等 

〔図書〕（計５件） 

①竹下節子『からくり人形の夢 人間・機械・

近代ヨーロッパ』岩波書店 2001年 

②立川昭二『ものと人間の文化史3 からくり』

法政大学出版局 1969年 

③森下信『セルオートマン 複雑系の具象化』

養賢堂発行 2003年 

④菅野重樹『人が見た夢ロボットの来た道』

JIMPソリューション 2011年 

⑤高野省也『骨董緑青Vol.33オートマタ自動

人形の世界』マリア書房 2007年 

〔その他〕ホームページ等 （計４件） 

①「オルゴールの小さな博物館」

http://www.musemuse.jp/Musemuse_home.htm 

（参照日：2013/7/20） 

②「野坂オートマタ美術館」 

http://www.automata.co.jp/（参照日：

2013/5/29） 

③『京都嵐山オルゴール博物館』 

http://www.orgel-hall.com/museum/index.h

tml（参照日：2013/5/29） 

④『現代からくりおもちゃ美術館・ぽるぺっ

ぽ』 

http://www.porupeppo.（参照日：2014/1/10）
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研究成果の概要：南極に関する一連のイベントの企画から実施までを記録として残し、今後も

同様のイベントを開催する際の参考になるように評価や課題を分析する。 

 

��研究の�� 

宮崎科学技術館（以下、当館）では毎年、

自衛隊より南極の氷の贈呈を受けている。こ

れまでは、夏休みの時期にその氷を使った実

験を行っていたが、南極や南極観測に関する

展示などは実施されていなかった。 

 本年度、南極に関する企画展を実施するこ

とになり、その担当者として企画を任された。 

本研究において南極に関する一連のイベント

の企画から実施までを記録として残し、今後

も同様のイベントを開催する際の参考になる

ように評価や課題を分析することが必要であ

ると考えた。 

 

��研究目的 

南極に関するイベントの企画から実施まで

を記録し、イベントの評価及び課題の分析を

本研究の目的とする。具体的には、PDCAサイ

クルを念頭に置き、(1)イベントの目的・対象

を明確化しそれに合わせた企画とすること、

(2)イベントの企画から実施までを記録とし

て残すこと、(3)参加者の分析及びアンケート

の集計・分析によりイベントを評価すること、

(4)今後の開催における課題と改善策を提案

することである。 

 

��研究の�� 

(1) Plan：イベントの企画 

(2) Do：イベントの実施 

(3) Check：来場者やアンケート等の分析とイ

ベントの評価 

(4) Action：今後の課題と提案を考察 

 

��研究成果 

(1) Plan：イベントの企画 

イベントの企画に際しては、明確な目的を

もって開催することを念頭に置き、その目的

に応じて対象者を設定した。イベントは、①

企画展「タロとジロの南極展～南の果てから

こんにちは～」、②南極サイエンスカフェ、

③南極サイエンスバーの3本柱で構成されて

いる。サイエンスカフェおよびサイエンスバ

ーについては、南極を身近に感じられるよう

にするため、宮崎市出身の南極観測隊で、前

年に市内のカフェで同様の講演経験のある大

岩根尚氏に話題提供者を依頼した。 

 

① 企画展 

●目的：南極及び日本の南極観測の概要につ

いての理解を深めるとともに、日本が辿っ

てきた科学技術の進歩を再考し、日本の未

来と地球の未来について目を向けること。 

●対象：子どもから大人まで 

企画展は、南極と日本の南極観測について

のアウトラインを知ることを重点とし、来場

者が南極という切り口から地球環境について
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